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日付日付：５５月月１６１６日日((土土)) 料金料金：鑑賞無料鑑賞無料
時間：時間：１１１１：：３３００～～
場所場所：町屋斎場 歌声響く、明るい楽しいひと時の会場

住所：東京都荒川区町屋１丁目２３－４

◎この一緒に歌う、うたコンサートを、ご体験ください
講師：杉山公章

・カチューシャ
・高原列車は行く
・この広い野原いっぱい
・美しい十代
・愛の賛歌
・木綿のハンカチーフ
・川の流れのように
・青い山脈
・百万本のバラ
・あざみの歌
・サン・トワ・マミー
・ゴンドラの唄
・南国土佐を後にして
・涙そうそう
・アカシアの雨がやむとき
・夜明けのうた
・学生時代
・下町の太陽
・水色のワルツ
・遠くへ行きたい
・旅人よ
・北上夜曲
・時代

・青春時代
・ケセラセラ
・白い花の咲く頃
・山のロザリア
・昴
・東京の花売り娘
・坊がつる賛歌
・ブルーライト・ヨコハマ
・君恋し
・希望
・ドレミの歌
・知床旅情
・ルイジアナ・ママ
・夏の思い出
・忘れな草をあなたに
・いちご白書をもう一度
・テネシーワルツ
・時の流れに身をまかせ
・アメイジング・グレイス
・鉄腕アトム
・瀬戸の花嫁
・ひこうき雲
・津軽のふるさと

・銀座カンカン娘
・千の風になって
・秋桜
・琵琶湖周航の歌
・恋の季節
・大空と大地の中で
・夜来香
・未来へ
・みかんの花咲く丘
・酒よ
・東京ラプソディー
・五番街のマリーへ
・長崎の鐘
・神田川
・亜麻色の髪の乙女
・いつでも夢を
・白いブランコ
・誰か故郷を想わざる
・世界は二人のために
・カチューシャの唄
・翼をください
・誰もいない海
・野に咲く花のように
・花の街

・若者たち
・雨の御堂筋
・人生いろいろ
・ここに幸あり
・有楽町で逢いましょう
・長崎の鐘
・明日があるさ
・この広い野原いっぱい
・憧れのハワイ航路
・ふるさとは今もかわらず
・蘇州夜曲
・for you
・広い河の岸辺
・冬が来る前に
・湖畔の宿
・ラブ・イズ・オーヴァー
・糸
・いい日旅立ち
・見上げてごらん夜の星を
・花は咲く
・この街で
・マイウェイ
・君といつまでも
・あなたのすべてを



鎌倉学園卒業。鎌倉に生まれ育ち、鎌倉在住平井哲三郎先生に師事。
1983 年 「サウンドオブミュージック」（日生劇場）に出演し、舞台や演技、そして

音楽の素晴らしさに触れ、音楽の道に進む。しばたはつみ・橋幸夫・
沢田聖子・研ナオコなどのコンサートで、歌やピアノ、キーボードの演奏
レコーディング、テレビ番組のレギュラー出演等を経験。
その後、吉田拓郎やアリスなどのプロデュースで知られる浅沼勇氏の
もとで学ぶ。

1990 年 アメリカからのドリフターズの日本ライブツアーでは、編曲やピアノ演
奏、音楽監督、スーパーバイザーを務め、各地で感動を巻き起こす。

1992 年 リーグ湘南ベルマーレのオープニングイベントで、音楽監督、作曲、
アドバイザーを務める。

1995 年 テレビ番組にてアドバイザー、コーディネーター、作編曲家として協力
出演する。

2004 年 プロからアーティストの卵まで幅広く指導する歌心塾及び歌声サロン
をスタート。

2012 年 豪華客船飛鳥Ⅱや一流ホテルに対して歌声サロンの提供を開始。
2015 年 歌声コンサートの全国展開を開始。

シニア向けエンターテイメントとして各方面から
注目される。

2017 年 歌声サロン（歌声コンサート含む）開催 2000 回達成
2020 年 全国カラオケまねきねこにてリモート生放送開始
2024 年 『東京オペラシティ小さなうたコンサート』、スタート

◇「これほど歌が好きだった そして、歌うってこんなに幸せを感じられる」
カラオケに行くタイプでもないし、カラオケに誘っていただき行ってもきいてる感じ。
合唱に入っているわけでもない。その私をお友達が誘ってくれた歌声。杉山公章先生
の歌の会だった。 一度行ってみて、、ぐらいに思い お友達とお喋りできるし、、
最初会場に入り、お一人で来ている方、お友達と楽しそうにお喋りをしている方々

私も開演まで椅子にすわってお友達とお喋り はじまってすぐに声を出せた。
でもついていく感じで 歌える歌があるかな？？と不安もあった。ふふふ あははと、
笑いがおこって、なんだか面白いかも・・とおもった。 もちろん歌える歌と、聴い
たことある歌でも歌えない歌もあった。 それでも口ずさんでいるとそのうち歌える
気持ちになってくるのが不思議。なんとなくあわせて口を動かしていると声をだして
いると、歌詞に感動しているー。歌に感動しているー。あら不思議歌えるかも 休憩
の時間になると来場のお客様皆さんが楽しそうにしているので私も楽しくなってきて、
楽しんでいいんだ 笑ってもいい 自由にしてていいのねと お友達に「楽しい 誘
ってくれてありがとう」と言ったら凄く喜んでくれて、それで二人で思いっきり笑っ
て拍手して 普段こんなことしないのにと新しい自分を発見したような得をした気持
ちがルンルン。もちろん歌の上手な方もいらして、素敵 楽しかったと何度も言えた。
鼻歌がどんどん出てきて歌っている自分が面白くて、このことを誰かに喋りたくて、
メッセージに書きました。もちろんお友達にも話しました。楽しいって幸せ


